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衆
議
院
議
員
竹
上
裕
子
君
提
出
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
外
国
人
留
学
生
を
我
が
国
の
大
学
等
へ
受
け
入
れ
る
こ
と
に
係
る
疑
問

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
竹
上
裕
子
君
提
出
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
外
国
人
留
学
生
を
我
が
国
の
大
学
等
へ
受
け
入
れ
る
こ
と
に
係
る

疑
問
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
が
実
施
し
た
「
二
千
二
十
四
（
令
和
六
）
年
度
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
国
公
立
大
学
に
お
け
る
令
和
六
年
五
月
一
日
時
点
の
外
国
人
留
学
生
数
（
以
下
「
全
外
国
人
留
学
生
数
」
と
い

う
。
）
は
四
万
九
千
百
五
十
人
で
あ
り
、
全
外
国
人
留
学
生
数
が
お
尋
ね
の
「
全
学
生
数
に
占
め
る
割
合
」
に
つ
い
て
は
、
全

外
国
人
留
学
生
数
を
令
和
六
年
度
に
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
「
学
校
基
本
調
査
」
に
よ
り
得
ら
れ
た
我
が
国
の
国
公
立
大

学
に
お
け
る
在
籍
者
の
総
数
で
除
し
て
算
出
す
る
と
、
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
全
外
国
人
留
学
生
数
に
占
め
る
各
出
身
国
（
地
域
）
別
の
割
合
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
デ
ー
タ
が
膨
大
と
な

る
こ
と
か
ら
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
当
該
割
合
の
高
か
っ
た
上
位
の
五
箇
国
・
地
域
に
つ
い
て
お

示
し
す
る
と
、
中
国
が
約
五
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
韓
国
が
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
ベ
ト

ナ
ム
が
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
台
湾
が
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
全
外
国
人
留
学
生
数
に
占
め
る
国
費
（
日
本
政
府
負
担
）
留
学
生
数
、
外
国
政
府
派
遣
留
学
生
数
、
私
費
留



 

２ 

 

学
生
数
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
」
に
つ
い
て
は
、
「
国
費
（
日
本
政
府
負
担
）
留
学
生
」
及
び
「
私
費
留
学
生
」
の
具
体
的
な
範

囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
公
立
大
学
に
在
籍
し
、
同
省
が
実
施
す
る
国
費
外
国
人
留
学
生
制
度
に
よ
り
支
援

を
受
け
て
い
る
外
国
人
留
学
生
（
以
下
「
国
費
留
学
生
」
と
い
う
。
）
数
が
全
外
国
人
留
学
生
数
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て

は
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
外
国
政
府
派
遣
留
学
生
数
」
が
全
外
国
人
留
学
生
数
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
約
三
パ
ー
セ

ン
ト
、
国
費
留
学
生
及
び
「
外
国
政
府
派
遣
留
学
生
」
以
外
の
外
国
人
留
学
生
数
が
全
外
国
人
留
学
生
数
に
占
め
る
割
合
に

つ
い
て
は
約
八
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

二
の
１
及
び
２
並
び
に
三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
米
国
が
国
家
の
安
全
保
障
上
危
険
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
み
な
し
た
」
及
び
「
今
回
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政

策
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
一
義
的

に
は
、
各
大
学
等
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
の
大
学
等
の
教
育
研
究
の
国
際

競
争
力
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
安
全
保
障
に
関
連
す
る
機
微
技
術
の
管
理
の
徹
底
等
を
行
っ
た
上
で
、
多
様
な
国
及
び
地

域
か
ら
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
国
家
情
報
法
及
び
国
防
動
員
法
」
は
他
国
の
法
律
で
あ
り
、
ま
た
、
「
米
国
と
同
じ
方
向
に
進
む
」
及
び

「
米
国
と
の
関
係
に
お
い
て
政
治
上
の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、

今
後
と
も
、
情
報
機
能
の
更
な
る
強
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

三
の
２
及
び
３
並
び
に
四
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

「
米
国
の
大
学
に
在
籍
す
る
留
学
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
（
令
和
七
年
五
月
二
十
七
日
付
け
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
参
事
官
（
国
際
担
当
）
事
務
連
絡
）
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
お
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
「
米
国
の
大
学

に
在
籍
も
し
く
は
留
学
予
定
の
学
生
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
」
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
意
欲
と
才
能
あ
る
若
者
た
ち

の
学
び
の
継
続
」
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
に
対
し
て
「
米
国
の
大
学
に

在
籍
す
る
日
本
人
を
含
む
留
学
生
の
受
入
れ
等
の
可
能
な
支
援
策
に
つ
い
て
」
の
検
討
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
り
、
適
切
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
お
尋
ね
の
「
当
該
外
国
人
留
学
生
受
入
れ
に
係
る
予
算
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し



 

４ 

 

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
該
依
頼
を
踏
ま
え
て
支
援
策
を
講
ず
る
か
否
か
等
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
に
お
い
て
判
断
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

三
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
大
学
の
評
価
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
内
に
お
い
て
は
、
全

て
の
大
学
が
一
定
期
間
以
内
ご
と
に
認
証
評
価
機
関
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
評
価
に
つ

い
て
は
、
各
認
証
評
価
機
関
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
数
」
に
限
ら
ず
、
各
大
学
の
特
色
あ
る
教

育
研
究
の
内
容
等
様
々
な
観
点
か
ら
評
価
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

四
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
受
入
れ
に
係
る
資
金
の
調
達
先
」
に
つ
い
て
は
、
大
阪
大
学
が
令
和
七
年
五
月
二
十
八
日
付
け
で
公
表
し
た

資
料
に
よ
る
と
、
同
大
学
の
「
自
己
財
源
」
に
よ
る
も
の
と
発
表
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
国
費
外
国
人
留
学
生
制
度
に
係
る
費
用
・
・
・
を
、
昨
今
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
実
践
的
な
職
業
教
育
を

行
う
我
が
国
の
教
育
機
関
へ
の
支
援
に
充
て
る
べ
き
」
及
び
「
当
該
外
国
籍
の
生
徒
に
対
し
日
本
語
学
習
を
提
供
し
て
い
る



 

５ 

 

夜
間
中
学
や
定
時
制
高
校
に
対
す
る
支
援
に
充
て
る
べ
き
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
国
費
外
国
人
留
学
生
制
度
は
、
諸
外
国
の
将
来
を
担
う
優
れ
た
人
材
を
各
国
か
ら
招
く
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
と
諸
外

国
と
の
国
際
交
流
を
図
り
、
相
互
の
友
好
親
善
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
の
人
材
育
成
に
資
す
る
こ
と
や
、
我
が
国

の
大
学
等
の
国
際
化
の
進
展
及
び
教
育
研
究
機
能
の
強
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
及
び
各

国
の
発
展
に
寄
与
す
る
制
度
と
し
て
、
今
後
も
必
要
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
例

え
ば
、
新
た
な
教
育
モ
デ
ル
の
構
築
等
の
専
修
学
校
に
お
け
る
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
支
援
等
の
ほ
か
、
中
学
校

夜
間
学
級
の
教
育
活
動
の
充
実
等
や
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
高
等
学
校
の
定
時
制
の
課
程
等
に
お
け
る
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
の
受
入
体
制
の
整
備
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
必
要
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


